甲斐駒ケ岳山行記
１年　丹羽　佑輔

ポンチョ、遼と３人で北アルプスの唐松岳・五竜岳の縦走をする計画があった。山岳部１年だけ登山は初めてである。唐松五竜縦走は私が初めて登山した時のコースである。私の山との出会いは、中学１年の夏であった。学年部長で理科の教科担当の先生が「丹羽君、山に行ってみないか」と声をかけて下さったのだ。私の母校江戸川学園取手中学・高校のワンダーフォーゲル同好会は年１回、夏だけ２泊３日の登山をする。日ごろの練習はない。登山がどういうものかを知らなかったが、誘われるがままに入ってしまった。その年のワンゲルは高校生ばかりで中学生は私ひとりであった。大きな先輩たちに囲まれ、「万が一歩けなくなっても先輩たちが背負って歩くから大丈夫」といわれ安心感があった。結局なんだかんだでついて行き、初めての登山を満喫できた。緑がきれいな唐松岳、美しい八方池と白馬三山、そして雄大な五竜岳。特に唐松から五竜までの縦走路や五竜の山頂部は岩場でスリリングだった。死亡事故もあると聞いてびびったが、この岩場にはまってしまった。今まで登頂した中でも、五竜は最高の山だと思う。
そんな思い出を抱きながら、この計画を慎重に立てていった。当時は７月末に行ったが、今回は９月下旬、山はいそいで冬支度をしているころだ。気象庁のデータやネット上の山行記をあさり、だいたい９月末から１０月初めに初雪があること、初雪とはいえ、いきなり暴風雪になって下山不能に陥る危険性があることがわかった。ただ、２０日前後であれば雪の可能性は少ないと判断した。

雨対策、寒さ対策を万全にし、余裕をもったスケジュールを立てた。あとは行くだけである。ところが、出発前夜ポンチョから連絡が入った。どうやら携帯をなくして探しまわっているうちに体調を崩したらしい。それでは危険なのでひとまず計画は中止。残念ながら私の思い出の唐松五竜縦走は断念したものの、あきらめがつかない。遼と連絡をとりつつ、急いで甲斐駒ケ岳の登山計画を立てた。それが今回の山行である。ポンチョは慎重な性格なので、計画は慎重に立てる。私もそれにならって唐松五竜は僕に経験があったから、甲斐駒は遼に経験があったということで選んだのだ。
幸い翌日ポンチョの健康状態は回復し、実際に登ることになった。甲斐駒ケ岳は標高２９６７ｍ、日本百名山である。南アルプスの貴公子と言われるだけあって、その雄大な姿は多くの人々の心をひきつける。私が甲斐駒ケ岳を初めて目にしたのはこの年の夏である。８月中旬に江戸取のワンゲルにＯＢとして参加させて頂き、仙丈ケ岳に登った。標高３０３３ｍ、日本百名山でこちらは南アルプスの女王である。仙丈は氷山の名残であるカールを持ち、美しい曲線美が自慢なのに対し、甲斐駒はごつごつした岩肌が、美しく白く輝く男性的な山である。まさに貴公子だ。仙丈に登っている間、振り返ると雄大な甲斐駒が見えていた。あの甲斐駒に、登れるのだ。
１日目、新宿で３人が合流する。それぞれ大きな荷物を背負って、高揚感を抑えられずにいる。今回は初めて１年だけで、テント泊をするのだ。私個人としては、テント泊は初めてであった。これまでの登山は小屋泊だったのだ。テント泊は何より安い。１人１泊５００円に飲食費だ。小屋泊は平均して１泊２食付き８０００円程度。我々お金のない大学生はテントで節約したいものである。しかしテントは安いだけではない。自分たちで生活に必要なものをすべて調達し、一緒に飯をつくり、寝ることは貴重な体験である。荷は重くなるが、テント泊をするというだけでもわくわくしてくるものなのだ。

あっという間にスーパーあずさは甲府についた。たった１時間４０分。やはり山梨は近い。しかし、行きの広河原行きのバスは大誤算だった。３連休と言うこともあり、大混雑。結局立つはめになった。２時間の行程のうちおよそ半分は立っていた。ひどい山道を右に振られ左に振られ、かなりの体力を消耗した。今日は北沢峠で寝るだけとはいえ、やはりつらいものはつらかった。北岳へと向かう人は広河原で登山道に入る。広河原には西洋人のグループがいた。日本に来て数年、上手に日本語を話す。出身地はカナダだかオーストラリアだか忘れてしまったが、明るく優しい人たちだった。山で外国人に会ったのは初めてであった。
ここからは南アルプス市営バスに乗って北沢峠へと向かう。増便してくれ、広く使えて快適だった。このバスは途中、音声テープで車窓から見える景色を解説してくれる。なかなか良いサービスである。およそ２５分すると、今日の宿泊場所の北沢峠に到着する。バス停から少し歩くと色とりどりのテントが張られたテント場に着く。
テントを組み立てるとまずは昼食、料理長ポンチョ自慢の西洋風の雑煮である。美味しい食事に満足すると、することがなくなった。１５時過ぎ、微妙な時間であるが高度順応を兼ねて仙水峠まで行ってみることになった。夕飯を作って食べ、片づけることを考えると日没までの時間はあまりない。ついひと月ほど前、歩いた道だ。台風などによる増水で道が少々変更されている。恩師に報告しようと写真をとりながら歩く。遼がぐんぐん飛ばしていく。私は少し遅れながらも懸命に歩いた。仙水峠まで結局１時間で歩いてしまった。コースタイム１時間４０分の行程を、である。
ここからの甲斐駒ケ岳、特に魔利支天は素晴らしかった。圧倒的な存在感。花崗岩の岩肌が力強く、美しく光っている。真っ青な空との対照が本当に美しい。

少々写真を撮るとすぐに引き返す。時間はない。行きにも増したハイペースで歩き、１時間２０分の行程をわずか４５分で歩いて再びテント場へ到着。さっそく夕食の支度にとりかかる。夕食はポンチョ自慢のカレーライス。食べるときはあたりが真っ暗になっていたが、熱いカレーはおいしかった。通称カレー食堂と呼ばれる大学のある食堂よりもうんとおいしい。さすが料理長である。片づけ終わって明日の用意をすると、初めてのシュラフに入る。意外と温かい。あまりの温かさにいている服のほとんどを脱ぎ、シャツとズボンだけになって寝た。寝る前はやっぱり恋愛トーク。まるで修学旅行みたいだ。

あさ、目が覚めるとすでに出発予定時刻を過ぎていた。１時間以上の寝坊である。いきなり大ピンチである。急いでお汁粉の朝食をとった後、テント出発。１時間２０分の遅れをどう取り戻すか。帰りのバスの時間は決まっている。大丈夫だとは思いつつも、不安なスタートであった。

双児山の手前で１度休憩をとった。ここからはひと月前に登った仙丈ケ岳、そして遠くそびえる北岳が見えた。遼のハイペースになんとかついてきたため全身から湯気が出るほど汗をかいた。ここからも自画自賛したくなるような挽回の仕方であった。計画上休憩を多く設定していたこともあり、駒津峰を出発するときにはすでに５分差まで縮まった。３時間の行程をわずか２時間で歩き、一気に遅れを取り戻したのだ。ガスで眺望は良くなかったが、甲斐駒ケ岳に向けてさらに進んでいった。ここからは岩場が増え、面白い道である。唐松五竜を思い出させる道のりである。三点確保をしっかりしないと通れない。細い道ですれ違うことができず、何度も待つ。ペースはあまり上げられない。しかし駒津峰までで遅れは取り戻していたのであせらずに山頂へと向かった。雪とみまがうかのような白砂の道を登っていくと、ガスの中からようやく頂上が見えてくる。予定より２０分ほど早く着いた。まじめに、時にふざけながら写真を多くとり、カップ麵を食べた。小屋泊のおじちゃんおばちゃんの団体がお弁当を２つくれたが、食後に言われても正直迷惑であった。甲斐駒山頂部はガスに覆われ、展望は皆無であった。しかし達成感は十分だ。１時間ほど滞在した後、名残惜しみながら山頂を出発した。時間が多少あったので近くの駒ケ岳神社によってみた。歩きにくい白砂の登山道を滑りながら下山していく。途中魔利支天分岐で間違って魔利支天方面に進みかけたがすぐに二人の指摘で下山ルートへ戻った。リーダー失格である。魔利支天も行ってみたかったが、時間もあまりないのと正規登山道ではないため断念した。駒津峰について振り返ると、ちょうどガスがはれて雄大な甲斐駒ケ岳が現れた。白く輝く頂上にすっきり晴れた青空。緑豊かな中腹。左右対称な輪郭。まさに貴公子である。突然の貴公子のお出ましに周りの人も次々とカメラを取り出す。近くにいた方に３人の写真を撮ってもらった。
貴公子が姿を隠す頃、われわれも下山にかかった。駒津峰からは行きに通った双児山を通るコースと前日に行った仙水峠を通るコースの二つに分岐する。我々は仙水峠に向かった。ここからは森林限界を下回り、樹林帯に突入する。視界は開けないが、緑に囲まれて歩くのもまた味がある。私はどちらかというと下山は苦手で遅いのだが、多少待ってもらいながらなんとかついて行った。仙水峠までは１時間ほどであったが、結構長く感じた。これはコースタイムと同じである。やはり下りは苦手だ。仙水峠で振り返ると魔利支天が大きく見下ろしていた。魔利支天は神の名である。この大きな岩の塊は古くから信仰の対象であった。なるほど、なにか神のオーラを感じる荘厳さである。つい２時間ほど前にいたところはあんなにも高いのかと思ってしまう。
また名残惜しみながらも北沢峠へ向かう。もう慣れ親しみつつある道を進む。ごつごつした石ころの山。花崗岩は固いが、もろく崩れやすいのだ。仙水小屋の前の湧水を飲んでほっとし、再び増水している沢沿いに歩く。あと少しで北沢峠と言うところで嫌な予感がした。サングラスがない。二人に話をしてザックを預け、仙水峠へ引き返す。時間はない。すでにバス出発まで残り時間は１時間半を切っている。仙水峠への往復はコースタイム通りだと３時間である。倍のペースで行っても間に合わない。陸上部の意地をかけて全力で走る、走る。時間との勝負だ。時計に目をやりながら走る。仙水小屋前で水を飲み、走る…。間に合わない。荷物をまとめる時間を考えると絶対にアウトだ。絶望感を抱きながらも、へこんでいる時間はない。すぐに引き返さなければ…。脱力しながら北沢峠へと引き返す。すると、「すみません、あの～、もしかしてサングラスとかさがしていますか？」と言う声が。話によるとこの男性と女性が仙水峠に到着した時にサングラスを見つけ、直前に発った若いグループのものだと思い持ってきてくれたそうだ。幸運にもサングラスを手に入れた。二人には感謝してもしきれなかった。私自身、特に宗教は持っていないが神にも感謝しつつ、北沢峠へと進む。体力も限界に近づき、走ることができない。それでもかなりのペースで歩き、なんとかバス出発３０分前に到着する。二人に事情を説明しながら大急ぎで片づける。ほとんど片づけをしてくれた二人には申し訳ない気持ちと情けない気持ちでいっぱいだった。もう一度思う、リーダー失格だ。こんな自分でも二人は「よく決断して引き返してくれた。もうすこし判断が遅かったら間に合わなかった。さすが丹羽ちゃん。」なんて言ってくれたが、そもそも引き返そうと思った時点でだめだ。こんな時に、事故が起こるのだと自戒した。
撤収のさなか、先ほどから怪しくなっていた空が急に怒り出した。突然の雨である。ザックカバーを出すか否かのうちに瞬く間に豪雨となった。さすがは山の天気である。あと１０分待ってくれればなぁと思いつつ、先にバス停に向かったポンチョを追う。最終的にはバスに人が入りきらずに増便を待ち、時間にゆとりがあったが、本当にぎりぎりだった。反省することばかりである。毎回登山記念にバッジを買うのだが、残念ながら時間がなく甲斐駒のバッジは持っていない。そんなこともあり、ぜひもう一度チャレンジしたい山である。

ちなみに帰りのバスは広河原から再び立たされた。疲れきっている体にとってあのバスは地獄である。気分が悪くなり、ドアにもたれた。途中、ようやく座れると爆睡し、気が付くと甲府駅だった。駅近くのホテルの日帰り温泉に寄ったが、高級感あふれるホテルだった。場違いで入れないかと思ったが快く入れてくれた。しかし恥ずかしいことこの上なかった。汗を流し、ゆっくりと温泉につかると疲れは一気に解消された。いろいろ課題もあったが、充実していた。そんなことを思い出しては、もう下界にいることを不思議に感じる帰り道であった。
